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図 4 勉強時間 
 






平日 休日 テスト前平日 テスト前休日
1年次生 113±71 5±1 54±48 86±92 151±66 265±127 
2年次生 103±58 6±1 57±49 72±71 175±70 335±146 

















































































































































































































図 4	 勉強時間 
 
表 1	 通学・睡眠・勉強時間の平均と標準偏差 
勉強時間(分)  通学時間 
(分) 
睡眠時間 
(時間) 平日 休日 テスト前平日 テスト前休日 
1年次生 113±71 5±1 54±48 86±92 151±66 265±127 
2年次生 103±58 6±1 57±49 72±71 175±70 335±146 
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表 1	 通学・睡眠・勉強時間の平均と標準偏差 
勉強時間(分)  通学時間 
(分) 
睡眠時間 
(時間) 平日 休日 テスト前平日 テスト前休日 
1年次生 113±71 5±1 54±48 86±92 151±66 265±127 
2年次生 103±58 6±1 57±49 72±71 175±70 335±146 
























































































































































































































図 4	 勉強時間 
 
表 1	 通学・睡眠・勉強時間の平均と標準偏差 
勉強時間(分)  通学時間 
(分) 
睡眠時間 
(時間) 平日 休日 テスト前平日 テスト前休日 
1年次生 113±7  5±1 54±48 86±92 151±66 265±127 
2年次生 103±58 6±1 57±49 72± 1 175±70 335±146 












































































































































































































































































































































































































































































































表 2 苦労している科目 
学年 科目 人数 内容 
１年次生
 
生理学 47 小テスト，全体的に，勉強方法，レポート 
生理学実習 33 レポート，解剖 
運動学 33 全て，筋，骨，小テスト，勉強方法 
解剖学実習 13 筋，暗記，上肢・下肢 







整形外科 14 全部，テスト勉強，試験問題の範囲 
神経内科 13 テスト，全部，脳神経・脊髄神経，量の多さ，勉強方法， 
病気の症状について，脳の分野 
身体障害作業療法 
評価学演習 11 実技，関節可動域，筋力検査，解剖実習，整形外科 






















図 8	 教育資源の認知度と活用度 
 
 
表 2	 目 
学年 科目 人数 内容 
生理学 47 小テスト，全体的に，勉強の仕方，レポート 
生理学実習 33 レポート，解剖 
運動学 33 全て，筋，骨，小テスト，勉強の仕方 























































































































































































表 4 学習方略を測定するための質問項目（植木，2002） 
精緻化方略                             ＊は逆転項目を示す 
＊勉強内容を覚えるとき、意味が分からない言葉は頭の中で繰り返して覚える   
何かを読んでいるとき、読んでいることと自分が知っていることを関係づけようとする   
勉強していて何か難しい言葉があれば、自分が分かるような言葉に置き換えて理解する   
＊勉強していて分からないことが出てきたら、そのまま暗記する   
勉強で何か覚えられないことが出てきたら、自分が覚えやすいように工夫して覚える   
勉強内容を暗記する前に、それが頭に残りやすいような形に変えて覚えようとする  
モニタリング方略   
授業中や授業後に、先生が言ったことを自分が理解できているか問い直してみる   
問題を解いていて分からなくなったとき、どこでつまずいているのか一度考えてみる   
勉強してきたことを確認するために、自分自身に質問する   
読んでいるときに、一度中断して、読んだ内容を確認しながら読み進める   





































Objective: The purpose of this study was to prepare a basic document for improving the basic educational 
environment.
Methods: The subjects were 1st and 2nd year occupational therapy students (n=130). The investigation method 
was a questionnaire about lifestyle and learning. The analysis method was simple tabulation and classified 
free writing through Qualitative Content Analysis.
Results: The average self-learning time was 163 ± 69 minutes on weekdays, 300 ± 141 minutes on holidays. 
Before the test, the average self-learning time was 79 ± 82 minutes on weekdays, and 55 ± 48 minutes 
on holidays. Most students answered “I don’t know how I might study by myself.” Most 1st year students 
were troubled with physiology and kinematics, and most 2nd year students were troubled with the 
evaluation of physical disability. The solution resulted in an “increased quantity of learning by the amount 
of time attending school and the amount of spare time”.
Conclusions: Increasing study hours is insufficient. Because when students with a scholastic ability difference 
study in a group, a good learning custom is formed. In addition, improvement of learning quality has a 
correlation with the individual ability to cope with a learning stratagem; however, the exact correlation 
needs to be examined.
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